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国保税増額の 国民健康保険税条例の一部改正 　否決！国民健康保険税条例の一部改正 　否決！

一 般 会 計 補 正 予 算 　否決！
（仮称）南部工業団地事業者選定業務委託費を含む（仮称）南部工業団地事業者選定業務委託費を含む

審
議
内
容

議
案
（
12
件
）

○
税
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、

地
方
税
の
猶
予
制
度
の
見
直

し
に
よ
る
所
要
の
改
正
。

全
員
賛
成

○
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

　

国
保
会
計
財
源
不
足
に
よ

る
、
国
保
税
の
税
率
改
正
。

　
賛
成

　

反
対

○
消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
条
例
の
一
部
改
正

　

厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一

部
改
正
に
伴
う
改
正
。

全
員
賛
成

○
非
常
勤
職
員
の
公
務
災
害

補
償
等
条
例
の
一
部
改
正

　

厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一

部
改
正
に
伴
う
改
正
。

全
員
賛
成

○
特
別
職
職
員
で
非
常
勤
の

　
報
酬
お
よ
び
費
用
弁
償
条

　
例
の
一
部
改
正

　

町
事
務
連
絡
委
員
（
区
長

報
酬
）
を
削
り
、
新
た
に
交

付
要
綱
制
定
予
定
。全

員
賛
成

○
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定

　
の
個
人
識
別
番
号
の
利
用

　
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

　
く
個
人
番
号
利
用
お
よ
び

　
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に

　
関
す
る
条
例
制
定

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定

個
人
識
別
番
号
の
利
用
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
く
、
個
人

番
号
の
利
用
お
よ
び
特
定
個

人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
必

要
事
項
を
定
め
る
も
の
。

　

賛
成

　

反
対

○
一
般
会
計
補
正（
第
４
号
）

　
　

７
３
０
７
万
円
追
加

　

賛
成　

　　
反
対

○
下
水
道
会
計
補
正
予
算

　
　

１
８
１
６
万
円
追
加

全
員
賛
成

○
介
護
保
険
会
計
補
正
予
算

　

歳
出
予
算
の
組
替
に
よ
る

　

も
の
で
補
正
額
な
し
。

　
　
　
　
　
　
　

全
員
賛
成

○
彦
根
愛
知
犬
上
広
域
行
政

組
合
規
約
の
変
更
議
決

　

火
葬
場
の
管
理
運
営
事
務

に
愛
荘
町
を
加
え
る
。

全
員
賛
成

○
特
別
職
職
員
の

給
与
条
例
の
一
部
改
正

　

町
長
の
給
料
に
つ
い
て
、

28
年
１
月
～
３
月
の
３
か
月

間
、
月
額
50
％
を
減
じ
る
。

　

賛
成

　　　

反
対

○
一
般
会
計
補
正（
第
５
号
）

　

９
２
０
７
万
円
追
加

　

歳
入
で
は
、
ふ
る
さ
と
応

援
寄
付
金
２
千
万
円
増
額
。

　

歳
出
で
は
、補
正
予
算（
第

４
号
）
の
否
決
を
受
け
、（
仮

称
）
南
部
工
業
団
地
事
業
者

選
定
業
務
委
託
を
削
除
。

　

賛
成

　

反
対

○
「
治
安
維
持
法
犠
牲
者
国

　
家
賠
償
法
（
仮
称
）」
の

　
制
定
を
求
め
る
請
願
書

①
国
が
治
安
維
持
法
は
悪
法

　

だ
っ
た
と
を
認
め
る
こ
と

②
国
が
治
安
維
持
法
犠
牲
者

　

に
謝
罪
し
、
賠
償
を
お
こ

　

な
う
こ
と

③
国
が
治
安
維
持
法
に
よ
る

　

犠
牲
の
実
態
を
調
査
し
、

　

公
表
す
る
こ
と

　

賛
成

　　　
反
対

　
27
年
12
月
定
例
会
は
、
12
月
４
日
か
ら
21
日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期
で
開
催
し
、
議
案
12
件
、
請
願
１
件
、

意
見
書
１
件
、
発
議
４
件
、
そ
の
他
１
件
の
計
19
件
を
審
査
し
、
審
査
の
結
果
、
条
例
改
正
１
件
、
条
例
制

定
１
件
、
お
よ
び
一
般
会
計
補
正
予
算
２
件
、
町
長
の
不
信
任
決
議
（
９
人
以
上
の
賛
成
が
必
要
）
の
計
５

件
が
否
決
、
他
は
い
ず
れ
も
可
決
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
12
月
４
日
に
５
人
が
行
っ
た
。

（
阪
東
、
木
村
、
藤
堂
、

丸
山
恵
、
建
部
）

（
阪
東
、
木
村
、
藤
堂
、

丸
山
恵
、
建
部
）

（
阪
東
、
木
村
、
藤
堂
、

丸
山
恵
、
建
部
）

（
阪
東
、
木
村
、
藤
堂
、

丸
山
恵
、
建
部
）

（
阪
東
、
木
村
、
藤
堂
、

建
部
）

（
木
村
、
藤
堂
、
建
部
）

（
山
田
、
野
瀬
、
濱
野
、

丸
山
光
、
金
澤
、
西
澤
）

（
山
田
、
野
瀬
、
濱
野
、

丸
山
光
、
金
澤
、
西
澤
）

（
山
田
、
野
瀬
、
濱
野
、

丸
山
光
、
金
澤
、
西
澤
）

（
山
田
、
野
瀬
、
濱
野
、

丸
山
光
、
金
澤
、
西
澤
）

（
山
田
、
野
瀬
、
濱
野
、

丸
山
光
、丸
山
恵
、金
澤
、

西
澤
）

（
山
田
、
阪
東
、
野
瀬
、

丸
山
光
、丸
山
恵
、金
澤
、

西
澤
）

請
願
（
１
件
）
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○
「
治
安
維
持
法
犠
牲
者
国

　
家
賠
償
法
（
仮
称
）」
の

　
制
定
を
求
め
る
意
見
書

　

議
会
初
日
に
請
願
採
択
、

議
会
二
日
目
に
意
見
書
可
決
。

　

意
見
書
は
、
内
閣
総
理
大

臣
・
法
務
大
臣
・
衆
議
院
議

長
・
参
議
院
議
長
に
提
出
。

　

賛
成

　　
反
対

○
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
交

　
付
事
業
調
査
特
別
委
員
会

　
調
査
報
告

　

国
の
地
域
住
民
生
活
等
緊

急
支
援
事
業
交
付
金
を
受
け

実
施
さ
れ
た
、
本
町
の
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
交
付
事
業

の
公
平
・
公
正
か
ら
外
れ
た

運
用
を
検
証
す
べ
く
設
置
さ

れ
た
本
委
員
会
は
、
10
回
の

委
員
会
を
重
ね
、
か
か
る
事

案
の
真
相
解
明
に
努
め
た
。

（
詳
し
く
は
4.5
㌻
に
掲
載
）

○
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
交

　
付
事
業
調
査
検
証
結
果
決
議

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
交

付
事
業
の
調
査
か
ら
明
ら
か

と
な
っ
た
、「
公
平
・
公
正

な
町
政
運
営
の
欠
如
」
お
よ

び
「
ズ
サ
ン
な
行
政
事
務
」

の
反
省
を
今
後
の
教
訓
と
す

る
た
め
、
町
に
対
し
、
７
項

目
の
検
証
と
１
月
末
ま
で
に

結
果
を
公
表
さ
れ
る
よ
う
要

望
。（

詳
し
く
は
６
㌻
に
掲
載
）

　

賛
成

　
反
対

○
町
長
の
不
信
任
決
議

①
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
問
題

　

特
別
委
員
会
の
調
査
に
よ

り
、
ズ
サ
ン
な
販
売
方
法
や

町
長
自
ら
が
ル
ー
ル
を
破
り
、

商
品
券
の
大
量
購
入
を
し
て

い
た
こ
と
が
発
覚
。

②
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
問
題

　

昨
年
の
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
と
し
た
米
の
調
達
に

関
し
、
農
業
関
係
者
に
広
く

ア
ナ
ウ
ン
ス
が
で
き
て
お
ら

ず
、
公
平
・
公
正
な
町
行
政

運
営
を
欠
い
た
た
め
。

③
議
会
軽
視
の
問
題

　

行
政
と
議
会
は
両
輪
で
あ

り
、
議
論
を
交
わ
し
な
が
ら

町
運
営
を
行
う
も
の
。
町
長

の
行
政
運
営
は
、（
仮
称
）

南
部
工
業
団
地
、
観
光
協
会

事
務
所
と
ピ
ザ
屋
の
建
屋
、

そ
し
て
防
災
セ
ン
タ
ー
の
件

な
ど
、
説
明
が
無
い
ま
ま
で

議
会
軽
視
も
甚
だ
し
い
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
町
長

と
し
て
信
任
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

　

賛
成

　
反
対

※
特
別
議
決
に
よ
り
、
2/3
以

上
の
出
席
で
、
3/4
以
上
の
賛

成
（
９
人
以
上
）
が
必
要
で

あ
り
、
採
決
に
は
議
長
も
加

わ
る
。

○
建
部
孝
夫
議
員
に
対
す
る

　
議
員
辞
職
勧
告
決
議

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の

販
売
に
関
し
、
行
政
を
監
視

す
べ
き
議
員（
当
時
は
議
長
）

で
あ
り
な
が
ら
、「
一
人
２

冊
ま
で
」
の
ル
ー
ル
を
破
り
、

大
量
に
購
入
し
て
い
た
こ
と

が
特
別
委
員
会
の
調
査
で
判

明
し
た
。

　

特
別
委
員
会
に
お
い
て
も

「
回
答
を
差
し
控
え
る
」「
黙

秘
す
る
」「
５
～
６
回
に
分

け
て
購
入
」「
30
冊
購
入
」

と
次
々
に
異
な
っ
た
発
言
。

　

こ
の
よ
う
な
経
過
か
ら

「
30
冊
購
入
」
に
関
し
て
も

信
用
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

議
長
の
職
は
辞
任
し
た
が
、

そ
れ
だ
け
で
済
む
問
題
で
は

な
い
。

　

よ
っ
て
、
辞
職
勧
告
す
る
。

　

賛
成

　　
反
対　

　　
除
斥

○
丸
山
恵
二
議
員
に
対
す
る

　
議
員
辞
職
勧
告
決
議

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の

販
売
に
関
し
、
行
政
を
監
視

す
べ
き
立
場
に
あ
り
な
が
ら
、

自
ら
が
発
言
し
た
商
品
券
の

大
量
購
入
に
関
し
、「
冗
談

だ
っ
た
」と
弁
明
。ま
た
、「
売

れ
残
り
を
心
配
し
て
」
と
弁

明
し
て
い
る
が
、
発
言
は
９

月
議
会
中
で
あ
り
、
商
品
券

の
販
売
は
終
了
し
て
い
る
た

め
不
自
然
で
あ
る
。

　

ま
た
、
議
会
が
以
前
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る
「
盗
水
問

題
」
に
つ
い
て
、
議
員
自
ら

が
調
査
を
受
け
る
こ
と
が
委

員
会
で
決
定
し
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
未
だ
に
丸
山
恵
二
議

員
の
み
が
調
査
の
同
意
書
を

提
出
し
て
い
な
い
。

　

よ
っ
て
、
辞
職
勧
告
す
る
。

　

賛
成

　　
反
対

　　

除
斥

プレミアム付商品券交付事業の調査から「ズサンな行政事務」発覚！ プレミアム付商品券交付事業の調査から「ズサンな行政事務」発覚！ 
北川豊昭町長の不信任決議　賛成3／４に満たず否決！
建部孝夫議員に対する辞職勧告決議　賛成多数で可決！
丸山恵二議員に対する辞職勧告決議　賛成多数で可決！

北川豊昭町長の不信任決議　賛成3／４に満たず否決！
建部孝夫議員に対する辞職勧告決議　賛成多数で可決！
丸山恵二議員に対する辞職勧告決議　賛成多数で可決！

（
阪
東
、
木
村
、
藤
堂
、

丸
山
恵
、
建
部
）

（
阪
東
、
木
村
、
藤
堂
、

丸
山
恵
、
建
部
）

（
阪
東
、
木
村
、
藤
堂
、

丸
山
恵
）

（
阪
東
、
木
村
、
藤
堂
、

建
部
）

（
丸
山
恵
）

（
建
部
）

（
建
部
）

（
山
田
、
野
瀬
、
濱
野
、

丸
山
光
、
金
澤
、
西
澤
）

（
山
田
、
野
瀬
、
西
川
、

濱
野
、
丸
山
光
、
金
澤
、

西
澤
）

（
山
田
、
野
瀬
、
濱
野
、

丸
山
光
、
金
澤
、
西
澤
）

（
山
田
、
野
瀬
、
濱
野
、

丸
山
光
、
金
澤
、
西
澤
）

（
山
田
、
阪
東
、
野
瀬
、

濱
野
、
丸
山
光
、
木
村
、

藤
堂
、
丸
山
恵
、
金
澤
、

西
澤
）

 

意
見
書
（
１
件
）

 

発
議
（
4
件
）

 

報
告
（
１
件
）
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【
商
品
券
の
「
お
一
人
様
２

冊
ま
で
」
は
守
ら
れ
ず
】

①　

当
委
員
会
設
置
の
き
っ

か
け
と
な
っ
た
町
民
か
ら
各

議
員
に
寄
せ
ら
れ
た
情
報
は
、

「
お
一
人
様
２
冊
ま
で
」
で

は
な
く
、
役
場
が
大
幅
に
限

度
を
超
え
て
販
売
し
て
い
る
、

町
長
・
議
長
ら
町
の
幹
部
が

大
量
買
い
し
て
い
る
よ
う
だ

と
い
う
も
の
で
あ
る
。　

　

当
局
の
回
答
で
は
、
担
当

し
た
幹
部
職
員
間
で
「
一
人

２
冊
」
と
「
一
人
１
回
２
冊
」

と
の
認
識
が
混
在
し
、「
誰

に
で
も
、
何
冊
で
も
」
と
際

限
な
く
拡
大
さ
れ
た
販
売
実

態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

②　
「
お
一
人
様
２
冊
ま
で
」

を
解
除
し
た
決
定
も
な
し
、

「
１
回
２
冊
」
の
決
定
も
な

し
、
挙
句
に
は
「
誰
で
も
、

何
冊
で
も
」
の
販
売
が
実
行

さ
れ
、
そ
の
正
式
決
定
も
な

い
。
課
長
も
担
当
職
員
も
ま

ち
ま
ち
、
バ
ラ
バ
ラ
の
認
識

だ
っ
た
。

　

そ
し
て
町
長
も
「
チ
ラ
シ

は
よ
く
見
て
い
な
い
」
と
述

べ
、
な
の
に
「
一
人
２
冊
」

も
「
１
回
２
冊
」
も
同
じ
意

味
と
の
デ
タ
ラ
メ
な
認
識
を

示
し
て
い
る
。
た
だ
「
彦
根

方
式
」
で
実
施
す
る
と
い
う

だ
け
で
、
担
当
職
員
の
認
識

を
一
致
さ
せ
る
べ
き
販
売
方

法
の
明
確
な
基
準
が
な
い
ま

ま
発
売
開
始
し
た
。

―
―
こ
れ
が
商
品
券
販
売
の

実
態
だ
っ
た
こ
と
を
当
局
と

し
て
認
め
た
。

　　

担
当
課
に
は
当
事
業
の
事

務
運
営
を
定
め
る
「
実
施
要

綱
」
が
な
く
「
商
品
券
取
扱

要
綱
」
の
み
で
、
そ
の
「
商

品
券
取
扱
要
綱
」
に
は
商
品

券
の
「
販
売
方
法
」
に
つ
い

て
の
定
め
が
一
切
記
載
さ
れ

て
い
な
い
。「
実
施
要
綱
」

未
作
成
の
ま
ま
で
実
施
し
た

ズ
サ
ン
な
行
政
事
務
が
こ
の

よ
う
な
混
乱
の
中
心
的
な
原

因
で
あ
る
。

　

ま
た
、
豊
郷
町
、
愛
荘
町
、

多
賀
町
が
実
施
し
た
よ
う
に
、

販
売
記
録
あ
る
い
は
世
帯
販

売
照
合
表
な
ど
を
作
成
し
な

か
っ
た
こ
と
が
ズ
サ
ン
な
販

売
に
つ
な
が
っ
た
。
さ
ら
に
、

当
事
業
の
町
長
決
済
が
書
面

で
交
わ
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
も
混
乱
を
招
く
致
命
的

な
欠
陥
と
な
っ
た
。

　

販
売
記
録
を
作
成
し
な

か
っ
た
結
果
、
商
品
券
が

い
っ
た
い
何
人
の
町
民
、
何

世
帯
に
行
き
渡
っ
た
の
か
さ

え
掌
握
で
き
ず
、
経
済
効
果

や
地
域
生
活
支
援
に
ど
れ
ほ

ど
の
効
果
を
も
た
ら
し
た
の

か
、
的
確
な
評
価
が
で
き
な

い
。
つ
ま
り
、
事
業
対
象
者
、

対
象
世
帯
の
数
量
そ
の
も
の

も
、
事
業
対
象
と
な
っ
た
町

民
の
効
果
さ
え
検
証
で
き
な

い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
行
政

と
し
て
重
大
な
欠
陥
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
課
長
だ
け

の
責
任
で
済
ま
せ
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
町
職
員
、
と
り

わ
け
幹
部
職
員
が
一
致
し
た

方
針
・
認
識
で
行
政
運
営
に

あ
た
る
た
め
に
は
町
長
の
責

任
は
重
大
で
あ
る
。
町
長
の

政
治
的
・
指
導
的
役
割
を
お

ろ
そ
か
に
し
て
い
る
基
本
姿

勢
が
今
回
の
事
案
に
象
徴
的

に
噴
き
出
し
た
も
の
と
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　【
町
長
に
つ
い
て
】

①　
「
60
万
円
購
入
」
の
疑

惑
は
晴
れ
た
か
。

　

寄
せ
ら
れ
た
情
報
の
中

に
、
不
公
平
な
販
売
と
と
も

に
「
町
長
・
議
長
ら
が
大
量

に
買
っ
た
よ
う
だ
」
と
い
う

重
大
な
内
容
が
含
ま
れ
て
い

た
こ
と
で
あ
る
。
町
長
が
あ

る
と
こ
ろ
で
自
ら
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
を
60
万
円
購
入
し
、

○
○
を
買
っ
た
、
と
話
し
た

と
さ
れ
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て

き
た
も
の
。
９
月
定
例
会

で
「
北
川
町
長
は
疑
惑
を
も

た
れ
て
い
る
」
と
一
般
質
問

で
指
摘
さ
れ
た
。
そ
し
て
当

委
員
会
が
再
三
質
問
し
て
も

「
そ
の
よ
う
な
事
実
は
な
い
」

な
ど
と
逃
げ
・
虚
偽
の
答
弁

を
繰
り
返
し
て
き
た
。
挙
句

の
果
て
に
「
職
員
に
依
頼
し

５
冊
購
入
」
と
回
答
。
し
か

し
、「
数
か
所
で
町
長
自
ら

話
し
た
」
と
さ
れ
る
情
報
を

切
り
捨
て
る
こ
と
が
で
き
な

い
ほ
ど
リ
ア
ル
な
内
容
で
あ

る
。

　

そ
の
う
え
、
依
頼
さ
れ
た

職
員
が
「
受
け
取
っ
た
現
金

が
５
万
円
か
、
町
長
に
渡
し

た
数
量
が
５
冊
」
だ
っ
た
と

断
言
で
き
な
い
こ
と
、
販
売

担
当
し
た
職
員
も
「
わ
か
ら

な
い
、
覚
え
て
い
な
い
」
こ

と
が
判
明
し
、
ま
す
ま
す
疑

惑
が
深
ま
っ
た
感
が
強
い
。

　

問
題
が
表
面
化
し
た
時
か

ら
町
長
自
ら
の
関
与
を
進
ん

で
語
る
こ
と
を
一
貫
し
て
避

け
て
き
た
こ
と
も
強
い
批
判

が
あ
り
、
全
国
報
道
を
通
じ

て
情
け
な
い
姿
を
さ
ら
け
だ

し
、
甲
良
町
の
イ
メ
ー
ジ
を

地
に
落
と
し
て
し
ま
っ
た
。

②　

計
画
・
立
案
・
実
施
に

あ
た
っ
て
、
町
長
は
ど
の
よ

う
な
立
場
で
臨
ん
だ
の
か
。

　

北
川
町
長
は
、
繰
り
返
し

「
ズ
ル
ズ
ル
と
売
っ
て
い
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
」「
早

く
売
り
切
り
た
か
っ
た
」「
残

り
３
日
間
で
完
売
し
た
か
っ

た
」
と
表
現
を
変
え
な
が
ら

も
、
発
売
開
始
か
ら
早
期
完

売
の
意
向
で
あ
っ
た
こ
と
を

表
明
し
て
い
る
。
ま
た
、「
彦

行
政
事
務
の
デ
タ
ラ
メ
さ

が
浮
き
彫
り
に
・
・
・

判
明
し
た
こ
と

な
ぜ
、
ズ
サ
ン
な
事
業
運

営
だ
っ
た
の
か
。
主
た
る

原
因
は
何
か
。

町
長
の
疑
惑
と
責
任

お
よ
び
行
政
幹
部
の
責
任

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
交
付
事
業

　
　
　
　
　
調
査
特
別
委
員
会
報
告
書

　
当
委
員
会
は
10
回
開
催
さ
れ
、
報
告
書
は
14
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
ま
す
が
、
要
約
・
抜
粋

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
役
職
は
委
員
会
発
足
時
の
も
の
で
す
。
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根
の
よ
う
な
店
舗
が
多
く
て

す
ぐ
に
完
売
し
た
様
子
と

違
っ
て
、
甲
良
町
の
場
合
は
、

す
ぐ
に
売
り
切
れ
な
い
か
も

知
れ
な
い
」、
早
期
完
売
の

た
め
「
友
人
に
依
頼
し
た
」

と
も
回
答
し
て
い
る
。

　

一
方
、
販
売
の
一
翼
を
担

当
し
た
会
計
室
長
は
「
人
が

並
ん
で
い
な
い
場
合
」
と
勝 

手
な
条
件
を
つ
け
な
が
ら

「
２
冊
の
上
限
を
超
え
、
何

冊
で
も
販
売
し
た
」
と
回
答
。

　

産
業
課
の
中
で
実
質
的
な

事
務
を
担
当
し
た
職
員
Ａ
が

単
独
で
「
２
冊
の
上
限
を
超

え
、
何
冊
で
も
販
売
」
で
き

た
と
は
考
え
に
く
い
。
産
業

課
長
の
指
示
を
仰
ぐ
か
、
そ

れ
を
越
え
て
町
長
の
指
示
を

直
接
受
け
て
い
た
可
能
性
が

高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ

な
ら
、
産
業
課
長
は
、
問
題

が
表
面
化
し
た
時
か
ら
「
チ

ラ
シ
の
と
お
り
一
人
２
冊
ま

で
」
を
繰
り
返
し
、
会
計
室

長
が
「
一
人
１
回
２
冊
ま

で
」
が
決
定
だ
と
回
答
し
て

も
、
怪
訝
（
け
げ
ん
）
な
表

情
を
し
な
が
ら
「
一
人
２
冊

ま
で
」
だ
っ
た
と
回
答
し
て

い
る
。「
売
れ
残
っ
て
は
困

る
の
で
、早
く
完
売
し
た
い
」

「
町
民
の
生
活
支
援
に
考
え

が
及
ば
な
か
っ
た
」
な
ど
と

い
う
町
長
の
認
識
が
大
き
な

要
因
と
な
り
、「
誰
に
で
も
、

何
冊
で
も
」
と
い
う
ル
ー
ル

破
り
の
指
示
、
あ
る
い
は
会

話
と
し
て
、
あ
る
い
は
対
応

と
し
て
、
そ
れ
が
容
認
さ
れ

た
疑
い
が
大
変
強
い
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
町
長
は
特
段

否
定
も
肯
定
も
し
な
か
っ
た
。

【
当
事
業
に
お
け
る
議
会
の

関
与
お
よ
び
反
省
・
教
訓
】

　

今
回
の
問
題
は
、
町
政
の

あ
り
方
と
と
も
に
、
議
会
と

議
員
の
あ
り
方
が
改
め
て
問

わ
れ
る
事
案
だ
っ
た
。

①　

当
事
業
は
本
年
３
月
定

例
会
で
平
成
26
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
の
中
に
計
上
さ

れ
た
。
事
業
の
総
額
が
示
さ

れ
た
だ
け
で
、
具
体
的
な
実

施
内
容
は
計
画
に
も
挙
が
っ

て
い
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。 　

続
く
６
月
定
例
会
で
も
計

画
状
況
は
途
中
経
過
さ
え
一

切
公
開
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

６
月
定
例
会
の
会
期
中
は

取
り
扱
い
加
盟
店
を
募
集
し

て
い
る
期
間
で
あ
っ
た
こ
と
、

チ
ラ
シ
の
町
内
全
戸
配
布
を

行
っ
た
７
月
１
日
ま
で
の
準

備
期
間
は
６
月
定
例
会
が
終

了
し
た
後
で
あ
る
こ
と
も
当

委
員
会
の
調
査
で
明
ら
か
に

な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

②　

町
長
が
当
事
業
の
あ
り

方
を
巡
っ
て
議
会
側
と
協
議

す
る
場
を
設
定
し
な
か
っ
た
。

　

議
会
と
し
て
は
、
進
捗
状

況
な
ど
の
報
告
を
求
め
、
議

論
の
場
を
設
け
る
努
力
が
必

要
だ
っ
た
。

③　

購
入
制
限
対
象
を
設
定

す
る
よ
う
提
起
す
べ
き
だ
っ

た
。
医
療
や
福
祉
施
策
な
ど

の
補
助
と
は
異
な
り
、
直
接

税
金
を
補
助
す
る
当
事
業
の

場
合
、
公
平
・
公
正
を
確
保

す
る
た
め
に
も
職
員
、
議
員

の
購
入
制
限
を
合
理
的
な
範

囲
で
設
定
す
べ
き
で
あ
っ
た
。 　

行
政
の
不
正
や
不
適
切
を

町
民
の
立
場
に
な
っ
て
監
視

す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
議

員
、
し
か
も
議
長
が
、
一
緒

に
な
っ
て
大
量
購
入
に
加

わ
っ
て
は
、
議
長
と
し
て
は

も
ち
ろ
ん
、
議
員
と
し
て
も

あ
る
ま
じ
き
行
為
と
言
わ
ね

ば
な
ら
な
い
。
議
長
の
立
場

で
、
当
事
業
が
１
万
円
で
３

千
円
の
税
金
が
付
加
さ
れ
る

こ
と
は
十
分
承
知
の
事
実
で

あ
り
、
議
員
報
酬
プ
ラ
ス
議

長
報
酬
を
受
け
取
る
身
分
を

全
く
自
覚
し
て
い
な
い
の
か
、

と
疑
わ
れ
て
も
や
む
を
得
な

い
行
為
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
は
、
９
月
５
日
の

議
会
一
般
質
問
で
疑
惑
が
表

面
化
し
て
か
ら
、
真
相
解
明

の
た
め
当
委
員
会
が
設
置
さ

れ
て
か
ら
も
、
建
部
議
長
自

ら
真
相
を
語
る
こ
と
に
背
を

向
け
て
き
た
責
任
は
重
大
。

し
か
も
11
月
１
日
の
町
制
60

周
年
記
念
式
典
の
あ
い
さ
つ

で
は
「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

問
題
で
揺
れ
て
い
る
」
な
ど

と
自
ら
は
関
わ
っ
て
い
な
い

か
の
よ
う
な
表
現
で
反
省
の

姿
勢
を
う
か
が
う
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
こ
と
は
誠
に
残

念
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
委

員
長
に
真
相
を
語
る
べ
き
と

進
言
さ
れ
「
12
月
議
会
が
済

ん
だ
ら
報
告
す
る
」
と
言
い
、

当
委
員
会
で
は
「
回
答
を
差

し
控
え
る
」「
黙
秘
し
ま
す
」

「
２
冊
を
超
え
、
５
～
６
回

に
分
け
て
」
な
ど
と
散
々
、

言
い
訳
し
た
後
に
、「
30
冊
」

と
回
答
し
た
。「
ま
だ
売
れ

残
っ
て
い
る
と
聞
き
Ａ
Ｔ
Ｍ

で
現
金
を
下
ろ
し
て
追
加
20

冊
を
購
入
し
た
」
と
発
言
し

た
。
当
委
員
会
で
「
そ
れ
が

真
実
な
ら
通
帳
の
写
し
を
提

出
す
べ
き
」
と
指
摘
さ
れ
た

が
「
個
人
情
報
」
を
理
由
に

拒
ん
だ
。
議
長
は
そ
れ
以
上

な
い
と
述
べ
る
が
、
こ
れ
ら

経
過
か
ら
見
て
も
そ
の
「
30

冊
」
を
そ
の
ま
ま
信
頼
す
る

に
は
困
難
が
あ
る
。

　

そ
し
て
、
町
民
の
代
表
た

る
議
員
と
し
て
、
チ
ラ
シ
と

は
異
な
る
販
売
方
法
を
批
判

し
、
不
公
平
を
や
め
さ
せ
ね

ば
な
ら
な
い
立
場
に
あ
る
議

会
人
と
し
て
の
政
治
責
任
は

重
大
で
あ
り
、
厳
し
い
批
判

を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

９
月
議
会
の
議
員
控
室
に

お
い
て
３
人
の
議
員
が
同
室

し
て
い
る
と
き
に
「
プ
レ
ミ

ア
ム
券
で
燃
料
代
の
支
払
い

に
充
て
ら
れ
る
」
な
ど
の
話

を
し
、
大
量
購
入
の
疑
い
が

指
摘
さ
れ
た
。
丸
山
恵
二
副

議
長
は
「
冗
談
だ
。
プ
レ
ミ

ア
ム
券
は
、
い
い
こ
と
な
の

で
他
の
議
員
に
も
協
力
し
て

も
ら
え
れ
ば
、
と
の
思
い
で

宣
伝
を
し
た
」
な
ど
と
回
答
。

　

し
か
し
、
話
し
た
こ
と
は

否
定
せ
ず
、
ま
た
「
私
が
大

量
に
購
入
し
た
こ
と
は
な

い
」
と
再
三
否
定
し
、「
加

盟
店
に
調
べ
て
も
ら
え
ば
わ

か
る
こ
と
だ
」
と
も
述
べ
た
。

　

町
長
・
行
政
の
問
題
点
を
解

明
す
る
発
言
が
一
回
も
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
と
合
わ
せ
る
と
疑

問
点
は
残
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。

建
部
議
長
の
疑
惑
と

　
　
　
認
識
お
よ
び
責
任

議
会
の
反
省

副
議
長
の
疑
惑
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甲良町プレミアム付商品券交付事業調査検証結果決議
　プレミアム付商品券交付事業調査特別委員会（以下「当委員会」という）において調査・検証を進
めた結果、次の諸事項が明らかになった。
　町内全戸に配布されたプレミアム付商品券交付事業（以下「当事業」という）のお知らせチラシに
記載された「お一人様２冊まで」とは異なる販売方法が行われていた。「一人１回２冊」で時間を変
えるなりの方法で「お一人様２冊まで」の限度を超える販売を可能にしていた。さらには「並んでい
ない場合」と勝手な条件を付けて「誰にでも、何冊でも」販売した実態が明らかになった。
　さらには、北川町長が１５冊（家族全員が１０冊購入を含む）、建部議長が 30 冊購入したと回答し
たことで、多くの町民の怒りを受けることとなった。
　このようなズサンな行政事務に加えて町長、議長がルールを破って当事業を歪めた原因は何か、当
委員会は次の結論にたどり着いた。
　町長自らが「公平・公正な町政運営」の配慮に欠ける基本姿勢が、この「ズサンな行政事務」を見
逃し、国の事業である「地域住民緊急支援」との趣旨さえ理解していなかったことに主な原因がある。

　上記の当事業の調査・検証を公平・公正な町政運営の教訓とするために次の事項を実施することを
強く求める。

記

１、町民に配布されたチラシの扱いが極めて軽く考えられていた原因と経緯を検証すること。
２、当事業の全体計画を規定する「実施要綱」が作成されなかった事態を見過ごしたことの原因と経
　　緯を検証すること。
３、上記２の内「販売方法」が全く欠けていたことは、計画作成・検討される過程で全く触れられな
　　かったのか疑問が残るところである。町長も交えた協議でも販売方法をどのようにおこなうか議
　　題とならなかったのか明らかにすること。また「一人１回２冊と決まった」とされた事項もなぜ
　　「取り扱い要綱」に記載されなかったのか明らかにすること。
４、北川町長が自ら明かした「５冊購入」は信頼できず、「５０冊」であるとの疑いは晴れない。
　　よって、①なぜ職員に依頼したのか。②自ら語っている「１回２冊」の決まりも破っていること
　　を認めるか。③「プレミアム券を６０万円購入、○○を買った」ことの真相はどうなのか。３点
　　を明らかにすること。
５、町長自ら決めたルールを破っておいて、公正な検証ができる保証は困難だと考えるが、政治的・
　　道義的責任をどう考えているか明らかにすること。
６、町長報酬５０％減額を３か月分との条例提出に当たって「減額は自分なりに厳しくした」と責任
　　を認めるかのような態度を示したが、町長のどのような認識、どのような言動が町行政最高責任
　　者としての信頼を失墜したのか自覚されているのか明らかにすること。
７、「信頼回復」というなら、町長の説明責任を果たすこと。速やかに公開の場で今回の問題の全容
　　を説明し、行政と町民の中に混乱をもたらし、全国に甲良町の名を傷つけた責任を明確にしなけ
　　ればならない。

　以上を検証し、来年１月末までに結果を公表すること。

上記決議する。

平成２７年１２月２１日
　

甲良町議会
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Ｑ　
進
入
道
路
の
計
画
お
よ

び
上
下
水
道
の
整
備
計
画
は
。

Ａ　
企
画
監
理
課
長

　
３
０
７
号
線
か
ら
既
存
の

道
路
を
利
用
し
、
誘
致
予
定

敷
地
内
は
業
者
が
施
行
。

Ａ　
建
設
水
道
課
長

　

上
水
道
は
、
西
明
寺
山
門

付
近
ま
で
、
下
水
道
は
一
休

庵
本
館
前
ま
で
完
了
。

Ｑ　

 

応
募
方
法
は
。

Ａ　

 

住
民
課
長

　
町
有
地
は
公
募
で
き
な
い

が
、
地
元
が
総
会
等
で
賛
成

な
ら
、
公
募
申
請
へ
と
進
む
。

Ｑ　
近
隣
土
地
所
有
者
と
の

関
連
は
。

Ａ　
住
民
課
長

　

申
請
の
中
で
、
近
隣
を
含

む
、
土
地
所
有
者
一
覧
表
を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｑ　
２
種
類
の
補
助
金
と
は
。

Ａ　
住
民
課
長

　

域
活
性
化
交
付
金
（
上
限

１
億
円
）
と
環
境
整
備
補
助

Ｑ　
補
助
金
の
支
払
方
法
は
。

Ａ　
住
民
課
長

　

地
域
活
性
化
交
付
金
は
30

年
以
内
。
環
境
整
備
補
助
金

は
10
年
以
内
の
支
払
い
。

※
大
林
組
寄
贈
の
土
地
開
発

は
４
～
５
年
、
新
ゴ
ミ
処
理

場
は
約
10
年
の
計
画
。

　
早
く
実
現
で
き
る
こ
と
を

求
め
る
。

Ｑ　
ク
ラ
ブ
の
入
部
状
況
は
。

Ａ　
学
校
教
育
課
長

　

外
部
の
ク
ラ
ブ
活
動
も
認

め
て
お
り
、
ほ
ぼ
全
員
が
入

部
し
て
い
る
。

金
（
上
限
２
億
円
）
の
２
本

柱
。
い
ず
れ
も
「
ま
ち
づ
く

り
事
業
プ
ラ
ン
」
の
提
出
が

必
要
。

図
書
館
の

蔵
書
管
理
は

大
林
組
寄
贈
土
地
の
開
発
状
況
は

新
ゴ
ミ
処
理
場
建
設
の
進
捗
は

徴
収
対
策
本
部
と
は

い
じ
め
問
題
を
問
う

Ｑ　
週
平
均
の
来
館
者
数
は
。

Ａ　
社
会
教
育
課
長

　

週
平
均
、
約
３
５
０
人
、

年
間
、
約
１
８
５
０
０
人
。

Ｑ　
直
近
３
か
月
間
の
動
向

お
よ
び
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

状
況
は
。

Ａ　
学
校
教
育
課
長

　

各
学
校
に
お
い
て
、
子
ど

も
た
ち
の
様
子
を
見
、
ア
ン

ケ
ー
ト
等
を
調
査
し
た
結
果
、

い
じ
め
は
ゼ
ロ
と
認
識
し
て

い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
各

学
期
毎
、
年
３
回
実
施
。

Ｑ　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

と
は
。
ま
た
本
町
の
取
り
組

み
は
。

Ａ　
学
校
教
育
課
長

　

障
害
の
あ
る
子
と
な
い
子

が
、
地
域
で
共
に
学
び
あ
う

体
制
の
こ
と
で
、
本
町
で
も

可
能
な
限
り
、
共
に
学
び
あ

う
よ
う
努
め
て
い
る
。

Ｑ　
寄
付
さ
れ
た
土
地
の
面

積
お
よ
び
進
捗
状
況
は
。

Ａ　
企
画
監
理
課
長

　
面
積
は
28
㌶
。
土
地
利
用

計
画
図
の
作
成
は
完
了
。

　

次
の
段
階
と
し
て
、
中
間

業
者
を
選
定
し
、
そ
の
業
者

に
企
業
選
定
し
て
も
ら
い
、

雇
用
創
出
の
企
業
誘
致
を
実

現
し
た
い
。

Ｑ　

携
帯
電
話
の
持
参
は
。

Ａ　
学
校
教
育
課
長

　

基
本
と
し
て
持
っ
て
こ
な

い
、
持
っ
て
き
た
場
合
も
使

用
し
な
い
こ
と
を
徹
底
指
導

し
て
い
る
。

Ｑ　
蔵
書
の
冊
数
お
よ
び
収

納
容
量
は
。

Ｑ　
新
刊
図
書
の
購
入
予
算

お
よ
び
購
入
回
数
は
。

Ｑ　
滞
納
整
理
状
況
お
よ
び

問
題
解
決
へ
の
見
通
し
は
。

Ｑ　

チ
ー
ム
の
構
成
メ
ン

バ
ー
と
開
催
頻
度
は
。

Ｑ　
全
債
権
を
対
象
に
す
る

（
仮
）
徴
収
課
が
必
要
で
は
。

Ａ　
社
会
教
育
課
長

　

蔵
書
は
約
12
万
冊
、
収
納

容
量
は
約
17
万
冊
。

Ａ　
社
会
教
育
課
長

　

予
算
７
０
０
万
円
、
年
間

約
50
回
程
度
購
入
。
26
年
度

は
約
５
千
冊
購
入
。

Ａ　
税
務
課
長

　

税
の
収
納
率
は
現
年
分

60
％
、
滞
納
分
10
％
前
後
。

　

17
種
類
あ
る
全
債
権
を
問

題
提
起
し
な
が
ら
収
納
を
推

進
し
、
未
収
金
の
縮
減
を

Ａ　
会
計
管
理
者

　

会
計
管
理
者
を
本
部
長
代

理
と
し
、
副
本
部
長
に
税
務

課
長
、
本
部
員
は
税
務
課
長

補
佐
、
人
権
課
長
、
建
設
水

道
課
長
、
保
健
福
祉
課
長
、

住
民
課
長
、
教
育
委
員
会
総

Ａ　
税
務
課
長

　

甲
賀
市
に
は
存
在
す
る
。

本
町
に
も
必
要
と
考
え
る
が
、

小
さ
な
町
で
は
難
し
い
。

務
課
長
の
計
８
人
で
、
月
１

回
を
原
則
に
開
催
し
て
い
る
。
テ
ー
マ
に
、
先
ず
は
催
告
書

を
一
斉
送
付
す
る
。
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Ｑ　
彦
根
市
の
中
学
校
や
豊

日
中
学
校
に
は
配
膳
員
が
い

る
が
、
本
町
は
用
務
員
や
教

師
で
配
膳
す
る
た
め
、
本
来

の
業
務
に
支
障
を
き
た
す
と

聞
く
。
臨
時
の
専
任
者
を
配

置
し
て
は
。

Ａ　
教
育
次
長

　

検
討
は
す
る
が
、
配
置
は

難
し
い
。

Ｑ　
観
光
協
会
と
生
産
者
の

共
同
利
用
と
な
っ
て
い
る
建

屋
は
、
生
産
者
が
利
用
し
づ

ら
く
不
平
不
満
の
声
が
あ
る
。

Ａ　
産
業
課
長

　

間
仕
切
り
の
た
め
の
予
算

措
置
を
検
討
し
た
い
。

Ｑ　
遺
族
会
と
の
協
議
の
進

捗
状
況
は
。

Ａ　
保
健
福
祉
課
長

　

雑
木
の
伐
採
は
来
年
度
予

算
で
検
討
す
る
。
国
有
地
は

財
務
省
と
農
水
省
が
協
議
中

で
今
年
度
末
に
は
決
定
す
る
。

Ｑ　
将
来
、
東
西
の
忠
霊
塔

を
町
の
中
心
部
へ
移
設
統
一

す
る
検
討
を
し
て
は
。

Ａ　
保
健
福
祉
課
長

　

遺
族
会
会
長
か
ら
要
望
は

あ
る
が
、
遺
族
会
内
部
検
討

が
ま
だ
と
の
こ
と
。

Ｑ　
９
月
議
会
で
前
年
度
決

算
が
否
決
さ
れ
た
が
、
向
上

の
き
ざ
し
は
あ
る
か
。

Ａ　
税
務
課
長

　

全
17
債
権
の
現
状
と
課
題

を
ま
と
め
た
。
今
後
は
法
的

手
続
き
を
し
て
滞
納
整
理
の

実
施
、
未
収
金
の
削
減
を
実

施
す
る
。
水
道
料
に
つ
い
て

は
１
月
以
降
、
給
水
停
止
ま

で
踏
み
込
み
完
納
に
導
く
。

Ａ　
町
長

　

生
活
困
窮
者
に
配
慮
し
な

が
ら
、
納
税
義
務
の
意
識
向

上
に
努
め
、
収
納
率
ア
ッ
プ

を
目
指
し
、
職
員
に
は
逃
げ

得
は
許
さ
な
い
と
強
い
姿
勢

を
持
た
せ
臨
む
こ
と
を
周
知

徹
底
さ
せ
た
い
。

表
彰
規
定
の

見
直
し
を

自
転
車
の
安
全
の
た

め
に
歩
道
走
行
を

教
育
改
革
を　
　
　

　
ど
う
し
て
い
く
か

給
食
配
膳

作
業
専
任
者
を

せ
せ
ら
ぎ
の
里

建
屋
の
間
仕
切
り
を

収
入
未
済
金
の

取
り
組
み
は

忠
霊
塔
の
進
捗
は

Ｑ　
60
周
年
記
念
式
典
で
の

表
彰
で
疑
問
に
思
う
方
も
い

た
と
思
う
が
、
審
査
に
問
題

は
な
か
っ
た
か
。

Ａ　
総
務
課
長

　

表
彰
規
定
の
範
囲
内
で
審

査
し
た
。

Ｑ　
刑
事
事
件
等
で
有
罪
判

決
を
受
け
た
場
合
の
ル
ー
ル

が
必
要
だ
と
思
う
が
、
各
市

町
の
条
例
を
参
考
に
改
正
を

し
て
は
ど
う
か
。

Ａ　
総
務
課
長

　

今
後
、
検
討
す
る
。

Ｑ　
新
制
度
で
就
任
さ
れ
た

教
育
長
の
抱
負
は
。

Ａ　
教
育
長

①　

一
人
一
人
の
子
ど
も
に

　

豊
か
な
心
を
育
み
、
い
じ

　

め
や
暴
力
の
な
い
安
全
安

　

心
な
学
校
生
活
を
大
切
に

　

す
る
人
間
関
係
の
育
成
。

②　

子
ど
も
自
ら
が
意
欲
を

　

持
っ
て
取
り
組
み
、
確
か

　

な
学
力
を
身
に
つ
け
る
こ

　

と
を
重
点
に
教
師
も
研
修

　

を
重
ね
指
導
力
ア
ッ
プ
さ

　

せ
る
。

③　

体
力
づ
く
り
と
生
活
習

　

慣
の
育
成
、
規
範
意
識
の

　

向
上
に
根
気
よ
く
取
り
組

　

む
。

④　

生
涯
学
習
の
観
点
と
し

　

て
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

　

ま
で
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、

　

健
康
長
寿
の
町
を
目
指
す
。

Ｑ　

甲
良
町
に
住
み
た
い
、

戻
り
た
い
と
思
わ
せ
る
に
は

学
力
ア
ッ
プ
も
必
要
だ
が
、

予
算
を
増
額
し
て
で
も
努
力

し
て
ほ
し
い
。

Ａ　
学
校
教
育
課
長

　

学
力
調
査
の
結
果
は
、
全

国
平
均
を
下
回
っ
た
位
置
に

あ
り
、
指
導
方
法
を
改
善
す

る
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

　

教
師
の
授
業
以
外
の
業
務

は
か
な
り
の
仕
事
量
が
あ
り
、

町
費
で
講
師
や
支
援
員
を
配

置
し
て
い
る
が
、
更
な
る
学

力
ア
ッ
プ
の
た
め
に
も
、
臨

時
指
導
員
は
ぜ
ひ
欲
し
い
が
、

予
算
と
の
相
談
に
な
る
。 

Ｑ　
町
民
か
ら
の
要
望
も
あ

る
が
、
自
転
車
の
車
道
走
行

に
は
危
険
区
間
が
あ
る
。
歩

道
の
走
行
を
認
め
て
は
ど
う

か
。
県
議
会
で
も
委
員
会
で

審
議
さ
れ
て
い
る
は
ず
だ
。

Ａ　
総
務
課
長

　

道
交
法
が
改
正
さ
れ
、
３

ｍ
以
内
の
歩
道
に
は
自
転
車

の
走
行
標
識
は
設
置
で
き
な

い
が
、
警
察
や
公
安
委
員
会

に
繰
り
返
し
要
望
し
た
い
。

⑤　

人
権
教
育
や
郷
土
学
習

　

の
充
実
に
努
め
、
住
ん
で

　

良
か
っ
た
・
住
み
た
い
と

　

思
え
る
町
づ
く
り
・
人
づ

　

く
り
の
教
育
を
進
め
た
い
。
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東
西
小
学
校
の
危
険
設
備
を
ど
う
考
え
る
か

長
寺
西
区
か
ら
の
要
望
に
対
す
る
現
況
は

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
販
売
方
法
を
問
う

Ｑ　
東
西
小
学
校
の
プ
ー
ル

は
、
長
年
放
置
さ
れ
、
子
供

た
ち
の
安
全
面
な
ど
環
境
に

良
く
な
い
と
思
う
が
、
今
後

ど
の
よ
う
に
さ
れ
る
の
か
。

Ａ　
教
育
次
長

　

プ
ー
ル
一
つ
に
つ
き
、

１
０
０
０
万
円
以
上
の
解
体

Ｑ　
26
年
９
月
議
会
で
質
問

し
た
、
富
田
ス
タ
ン
ド
前
の

道
路
に
最
高
速
度
の
規
制
標

識
を
つ
け
て
欲
し
い
と
の
要

望
は
、
現
在
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

Ａ　
総
務
課
長

　

 

要
望
を
い
た
だ
い

て
か
ら
か
な
り
日
が

た
っ
て
い
る
が
、
な
か

な
か
い
い
返
事
が
も
ら

え
な
い
と
い
う
の
が
現

状
。

　

引
き
続
き
強
く
要
望

し
、
実
現
に
向
け
て
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て

い
る
。

Ｑ　
26
年
12
月
議
会
で
質
問

し
た
、
山
本
米
穀
店
前
30
ｍ

手
前
の
パ
ト
ラ
イ
ト
設
置
の

進
捗
状
況
は
。

Ｑ　
27
年
３
月
議
会
で
質
問

し
た
、
ゆ
ず
公
園
の
電
柵
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ　
産
業
課
長

 　

農
林
水
産
省
サ
イ
ド
の

国
庫
補
助
金
は
、
長
寺
の
ゆ

ず
公
園
の
獣
害
被
害
が
少
額

の
た
め
に
費
用
対
効
果
か
ら

不
採
択
で
あ
り
、
現
時
点
で

は
進
め
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
長
寺
東
区
の
圃
場
に
も

被
害
が
で
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
、
現
在
、
湖
東
農
業
農

村
振
興
事
務
所
の
担
当
者
と

補
助
事
業
が
な
い
か
模
索
し

て
い
る
。

Ｑ　
商
品
券
の
販
売
に
お
い

て
、「
一
人
２
冊
」、「
一
人

１
回
２
冊
」
と
職
員
の
見
解

が
異
な
っ
て
販
売
し
た
こ
と

は
、
行
政
側
の
完
全
な
ミ
ス

だ
と
思
う
が
、
認
め
る
か
。

Ａ　
産
業
課
長

 　

販
売
方
法
に
つ
い
て
、

い
ろ
い
ろ
と
違
っ
た
意
見
が

出
る
と
い
う
こ
と
は
、
ミ
ス

で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　
町
民
の
不
満
に
対
し
て
、

今
後
、
ど
の
よ
う
に
説
明
を

し
て
い
く
の
か
。

Ａ　
町
長

　

意
思
徹
底
と
い
う
の
が
、

十
分
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
が
、
今
回
の
大
き
な
問

題
点
に
派
生
し
た
と
も
思
っ

て
い
る
。
私
の
認
識
の
甘
さ

が
一
番
大
き
か
っ
た
と
い
う

こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
き
て

お
り
、
も
っ
と
細
か
い
と
こ

ろ
ま
で
全
て
の
チ
ェ
ッ
ク
を

し
て
い
れ
ば
、
こ
う
い
う
こ

と
は
な
か
っ
た
と
も
思
い
、

深
く
反
省
し
て
い
る
。

費
用
が
必
要
に
な
る
の
で
、

今
後
は
、
教
育
施
設
の
管
理

計
画
を
立
て
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。

※
予
算
の
こ
と
も
あ
り
、
難

し
い
と
は
思
う
が
、
早
急
に

検
討
し
て
ほ
し
い
。

Ａ　
総
務
課
長

　

パ
ト
ラ
イ
ト
の
設
置
検
討

を
し
て
い
た
が
、
交
差
点
の

形
状
な
ど
の
問
題
が
あ
り
、

簡
単
に
は
、
つ
け
ら
れ
な
い

と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

現
地
へ
は
警
察
に
も
何
回
か

来
て
い
た
だ
き
、
現
地
確
認

を
し
、
ラ
イ
ン
の
引
き
直
し

で
、
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
の
が
現
状
。

山本米穀店前交差点（長寺西）

　

こ
の
よ
う
な
結
果
を
招
い

た
こ
と
に
対
し
、
機
会
が
あ

る
ご
と
に
町
民
の
皆
さ
ん
に

大
き
な
不
信
を
与
え
た
こ
と

に
対
し
て
、
お
詫
び
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
今
後

は
行
政
の
信
頼
回
復
に
向
け

て
、
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

※
全
国
ネ
ッ
ト
で
報
道
さ
れ
、

町
長
が
町
民
の
信
用
を
失
墜

さ
せ
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
を
損

な
っ
た
こ
と
は
、
大
変
重
大

な
罪
で
あ
り
、
茨
城
県
常
陸

太
田
市
で
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム

分
の
お
金
を
返
還
し
て
、
辞

職
さ
れ
て
い
る
。

　
当
然
、
本
町
の
イ
メ
ー
ジ

を
回
復
す
る
に
は
、
そ
れ
し

か
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
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町
民
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
っ
て
、

工
夫
次
第
で
町
民
に
喜
ば
れ
る
施
策
の
充
実
を

Ｑ　
香
良
の
湯
の
シ
ル
バ
ー

デ
ー
、
毎
週
金
曜
日
65
歳
以

上
は
無
料
に
な
っ
て
い
る
が
、

無
料
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な

い
で
お
金
を
支
払
っ
て
い
た

人
が
い
た
と
い
う
。
入
り
口

の
前
に
看
板
を
立
て
見
や
す

い
よ
う
に
し
、
65
歳
以
上
の

人
に
は
無
料
の
証
明
書
を
発

行
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ　
保
健
福
祉
課
長

　

本
町
の
65
歳
以
上
の
入
浴

料
無
料
の
看
板
は
受
付
に
置

い
て
い
る
。
毎
月
の
広
報
で

も
65
歳
以
上
の
方
は
無
料
と

お
知
ら
せ
し
て
い
る
。

　

無
料
の
証
明
書
「
シ
ル

バ
ー
パ
ス
」
に
つ
い
て
は
、

指
定
管
理
業
者
と
検
討
し
た

い
。

Ｑ　
こ
れ
ま
で
週
１
回
実
施

し
て
い
る
無
料
の
日
を
よ
り

充
実
し
た
シ
ル
バ
ー
デ
ー
に

す
る
た
め
に
、
週
２
回
に
し

て
は
ど
う
か
。

Ａ　
保
健
福
祉
課
長　

　

現
在
、
１
か
月
に
約

２
０
０
名
前
後
の
方
が
利
用

し
て
お
り
、
無
料
の
回
数
を

増
や
す
こ
と
は
、
利
用
料
の

補
填
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
、
指
定
管
理
業
者
と

一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
。

Ｑ　
２
回
に
増
や
し
た
場
合
、

ど
の
ぐ
ら
い
の
費
用
が
か
か

る
か
。

Ａ　
保
健
福
祉
課
長

　

一
人
２
５
０
円
を
無
料
に

す
る
の
で
、
利
用
者
数
で
計

算
が
で
き
る
。

Ｑ　
通
学
路
に
指
定
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
、
グ
リ
ー
ン

ベ
ル
ト
を
施
工
し
て
い
な
い

箇
所
の
今
後
の
計
画
は
。

Ａ　
総
務
課
長

　

今
年
度
も
ま
だ
当
初
の
計

画
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
。

交
付
金
の
関
係
等
が
あ
り
、

順
次
進
め
る
計
画
だ
。
毎
年
、

危
険
箇
所
の
点
検
は
し
て
い

る
の
で
、
必
要
個
所
へ
の
通

学
路
の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を

早
期
に
進
め
た
い
。
具
体
的

に
い
つ
ま
で
に
、
ど
の
路
線

を
と
は
至
っ
て
い
な
い
。

※
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守

る
た
め
に
も
で
き
る
だ
け
早

く
お
願
い
し
た
い
。

Ｑ　
字
内
の
主
要
道
路
に
つ

い
て
は
、
お
年
寄
り
に
や
さ

し
い
思
い
や
り
の
あ
る
道
路

と
し
て
、
お
年
寄
り
に
優
先

を
与
え
る
表
示
板
を
立
て
る

な
ど
、
歩
行
者
の
安
全
確
保

が
必
要
だ
と
思
う
が
。

Ａ　
総
務
課
長

　

通
学
路
の
安
全
点
検
と
と

も
に
、
通
学
路
以
外
も
点
検

し
て
お
り
、
各
字
か
ら
の
要

望
を
も
と
に
進
め
て
い
る
。

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
以
外
に
も

公
安
委
員
会
の
許
可
が
必
要

で
、
簡
単
に
は
で
き
な
い
が
、

道
路
に
見
合
っ
た
対
策
を
警

察
と
相
談
し
な
が
ら
順
次
す

す
め
た
い
。

※
町
民
か
ら
の
苦
情
で
、「
歩

い
て
い
て
も
車
が
来
る
と
怖

く
て
歩
け
な
い
」
と
の
こ
と

な
の
で
、
安
全
確
保
の
た
め

に
も
早
急
に
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ　
来
年
度
の
予
算
編
成
に

あ
た
っ
て
は
、
人
口
減
少
対

策
で
も
、
ま
た
「
住
ん
で
よ

か
っ
た
、
ぜ
ひ
住
ん
で
み
た

い
」
と
心
の
底
か
ら
言
え
る

よ
う
に
、
町
民
の
暮
ら
し
、

子
育
て
、
農
業
な
ど
を
応
援

す
る
施
策
を
優
先
す
る
こ
と

が
本
町
に
は
必
要
だ
と
思
う

が
。

Ａ　
町
長

　

日
本
創
成
会
議
が
発
表
し

た
消
滅
す
る
町
の
ひ
と
つ
に

な
っ
た
深
刻
な
課
題
だ
。
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総

合
戦
略
で
、
現
在
の
人

口
の
７
４
０
０
人
か
ら
、

２
０
４
０
年
に
人
口
目
標
を

５
千
人
に
設
定
し
て
取
り
組

む
と
決
定
し
た
。
子
ど
も
を

産
み
、
育
て
る
環
境
づ
く
り
、

子
育
て
、
教
育
、
学
力
向
上

を
め
ざ
し
た
対
策
、
農
業
で

は
優
良
農
地
の
保
全
、
農
業

経
営
指
導
の
充
実
、
道
の
駅

を
核
と
し
た
農
業
振
興
の
発

展
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

※
生
産
者
を
も
っ
と
育
て
て

い
く
こ
と
が
、
本
町
に
は
非

常
に
大
事
で
は
な
い
か
と
思

う
。　

　
人
口
減
少
対
策
に
も
、
つ

な
が
る
の
で
、
ぜ
ひ
と
も

や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
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そ
の
た
め
に
は
、
甲
良
町

の
財
源
を
ア
ッ
プ
す
る
た
め

に
企
業
誘
致
な
ど
に
今
後
取

り
組
ん
で
い
く
。
福
祉
の
面
、

医
療
費
の
問
題
な
ど
、
生
活

弱
者
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
総
合
的
な
考
え
方
で

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
、

今
後
の
大
き
な
課
題
だ
と

思
っ
て
い
る
。

Ｑ　
子
育
て
応
援
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
に
は
、
保
育
料
を
第

２
子
か
ら
無
料
化
に
。

　

現
在
、
国
の
制
度
で
半
額

の
軽
減
が
さ
れ
て
お
り
、
無

料
化
が
可
能
。
第
３
子
に
も

広
げ
て
い
く
こ
と
が
可
能
だ
。

　

出
産
祝
い
金
・
10
万
円
の

創
設
。
紙
お
む
つ
や
ミ
ル
ク

の
助
成
の
実
現
は
、
多
賀
町

が
既
に
実
行
し
て
い
る
。
子

育
て
す
る
な
ら
甲
良
町
。
こ

れ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
。

Ａ　
住
民
課
長

　

出
産
祝
い
金
10
万
円
の
創

設
と
紙
お
む
つ
、
ミ
ル
ク
の

助
成
は
ま
だ
検
討
し
て
い
な

い
。

Ａ　
教
育
次
長

　

保
育
園
の
第
２
子
か
ら
無

料
化
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
検

討
に
も
上
が
っ
て
い
な
い
。

Ｑ　
出
産
祝
い
金
は
、
10
万

円
で
多
く
て
年
間
７
０
０
万

円
。
財
源
的
に
も
手
ご
ろ
で
、

ア
ピ
ー
ル
も
で
き
る
。
保
育

園
の
無
料
化
は
国
の
支
援
が

既
に
実
行
さ
れ
て
お
り
、
上

乗
せ
し
て
応
援
が
可
能
。
近

隣
の
多
賀
町
が
既
に
紙
お
む

つ
、
ミ
ル
ク
の
助
成
を
実
施

し
て
い
る
。
財
源
的
に
も
十

分
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

Ａ　
住
民
課
長

　

事
業
が
単
発
に
な
る
こ
と

な
く
、
継
続
的
に
パ
ッ
ケ
ー

ジ
で
考
え
る
こ
と
が
必
要
。

　

今
後
、
子
育
て
環
境
を
町

長
の
指
示
の
も
と
、
考
え
て

い
き
た
い
。

※
子
育
て
応
援
を
さ
ぼ
っ
て

き
た
結
果
、
こ
の
状
況
に

な
っ
た
。
そ
の
現
状
を
つ
ぶ

さ
に
見
て
ほ
し
い
。
総
論
で

は
子
育
て
し
や
す
い
町
と
掲

げ
る
が
、
一
つ
一
つ
の
施
策

を
充
実
さ
せ
な
け
れ
ば
、
前

に
進
ま
な
い
。

Ｑ　
外
出
支
援
の
拡
充
と
あ

わ
せ
町
内
巡
回
バ
ス
の
実
施

を
。

　

ワ
ゴ
ン
車
の
対
応
で
高
齢

者
、
障
害
者
な
ど
交
通
弱
者

に
温
か
い
施
策
、
そ
し
て
社

会
参
加
を
促
せ
る
、
利
便
性

を
高
め
る
総
合
的
な
計
画
、

立
案
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

Ａ　
保
健
福
祉
課
長

　

外
出
支
援
は
高
齢
者
福
祉

施
策
の
一
つ
と
し
て
定
期
通

院
に
限
り
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
て
い
る
。
高
齢
者
数

は
ど
ん
ど
ん
増
加
す
る
の
で
、

現
状
の
ま
ま
継
続
す
る
予
定

で
、
拡
充
は
考
え
て
い
な
い
。

　

介
護
予
防
教
室
は
、
現
在

７
０
０
名
ぐ
ら
い
の
送
迎
の

実
績
が
あ
り
、
介
護
予
防
に

励
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆
国
保
税
の
引
き
下
げ
、
介

　
護
保
険
料
の
負
担
軽
減
な

　
ど
を
質
問

◆
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の

　
不
適
切
販
売
問
題
で
の
町

　
長
の
関
わ
り
と
疑
惑
を
追

　
及
し
質
問

◆
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
、
消
費
税

　
10
％
へ
の
引
き
上
げ
、
安

　
保
法
制
に
反
対
す
る
な
ど
、

　
国
の
間
違
っ
た
政
治
に
批

　
判
的
立
場
で
町
政
運
営
を

　
行
う
よ
う
求
め
質
問

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
町
、
そ
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
信
頼
さ
れ
る
町
政
、
行
政
を
め
ざ
し
て

Q　
人
口
減
少
問
題
の
根
源

に
あ
る
も
の
は
、
い
っ
た
い

何
か
。
そ
れ
は
、
命
を
な
い

が
し
ろ
に
し
て
い
る
政
治
、

具
体
的
に
は
派
遣
な
ど
の
低

賃
金
で
結
婚
も
で
き
な
い
、

子
育
て
に
は
大
変
高
額
な
経

済
負
担
と
な
り
、
地
方
で
の

農
畜
産
の
衰
退
、
食
料
自
給

率
の
極
端
な
低
下
で
、
地
方

で
暮
ら
し
を
維
持
す
る
こ
と

が
困
難
に
な
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
、
自
民
、
公
明
の
悪
政

が
災
い
し
て
い
る
と
考
え
る
。

　

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
環

境
、
子
ど
も
を
育
て
や
す
い

環
境
な
ど
が
必
要
で
、
一
番

身
近
な
町
政
が
最
重
点
で
取

り
組
む
課
題
だ
と
考
え
る
が
。

Ａ　
町
長

　

人
口
減
少
対
策
に
は
、
子

ど
も
を
産
み
、
育
て
る
環
境

を
し
っ
か
り
つ
く
る
こ
と
が

一
番
大
事
。
そ
の
環
境
が
整

え
ば
、
お
の
ず
か
ら
人
は
増

え
て
く
る
。



− 12 −

シ
リ
ー
ズ

町
の
元
気
も
の

こ
ん
に
ち
は
!!

「 
山や

ま 
本も

と 

志し 

穂ほ 

（
法
養
寺
）」で
す
。

せ
せ
ら
ぎ

　

私
は
も
と
も
と
農
業
に
興

味
が
あ
っ
た
の
で
、
農
業
高

校
か
ら
農
業
大
学
校
に
進
学

し
、
27
年
４
月
か
ら
サ
ン

フ
ァ
ー
ム
法
養
寺
で
従
業
員

と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

　

サ
ン
フ
ァ
ー
ム
法
養
寺
で

働
く
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
は
、

私
が
農
業
大
学
校
一
年
生
の

冬
に
「
農
業
が
や
り
た
い
の

な
ら
う
ち
に
来
て
、
法
養
寺

に
住
ん
で
み
な
い
か
」
と
声

を
か
け
て
い
た
だ
い
た
こ
と

で
す
。
ま
だ
一
年
生
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
ぼ
ん
や
り
と

し
か
将
来
に
つ
い
て
考
え
て

い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ

れ
ま
で
農
業
を
勉
強
し
て
き

て
、
好
き
な
農
業
を
こ
の
先

も
続
け
て
い
け
る
な
ら
楽
し

い
だ
ろ
う
と
思
い
就
職
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

 

高
校
、
大
学
で
は
と
も
に

果
樹
を
専
門
に
勉
強
し
て
き

ま
し
た
。
サ
ン
フ
ァ
ー
ム
法

養
寺
が
主
体
で
さ
れ
て
い
る

米
・
麦
・
大
豆
に
関
し
て
は

ほ
と
ん
ど
知
識
が
な
か
っ
た

た
め
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
で

戸
惑
い
も
多
く
、
ま
た
大
き

な
機
械
に
も
乗
っ
た
こ
と
な

く
初
め
は
と
て
も
怖
か
っ
た

で
す
。
現
在
で
は
写
真
の
よ

う
に
大
き
な
機
械
で
も
乗
り

こ
な
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
わ

か
ら
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
何
度
も
聞
い

た
り
、
勉
強
し
た
り
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
こ
と
は
、
も

う
一
年
サ
ン
フ
ァ
ー
ム
法
養

寺
で
従
業
員
と
し
て
研
修
し
、

来
年
に
は
果
樹
の
専
業
経
営

が
で
き
る
よ
う
独
立
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
高
校
、
大
学

と
も
に
果
樹
を
専
攻
し
て
き

て
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
し
、

あ
る
程
度
知
識
も
得
ら
れ
た

の
で
、
そ
の
経
験
を
活
か
し

た
い
と
思
い
ブ
ド
ウ
を
新
し

く
始
め
よ
う
と
計
画
し
て
い

ま
す
。
ブ
ド
ウ
は
な
る
べ
く

新
し
い
品
種
を
取
り
入
れ
て

他
と
の
「
差
」
を
付
け
て
い

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
は
周
り
の
方
に
助
け
て

も
ら
っ
て
ば
か
り
で
迷
惑
も

た
く
さ
ん
か
け
て
い
ま
す
が
、

な
る
べ
く
早
く
一
人
前
に

な
っ
て
甲
良
町
を
盛
り
上
げ

て
い
け
る
よ
う
に
が
ん
ば
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

27 年９月
５条刈コンバインで稲の収穫をする山本さん

「
町
長
ら
の
身
勝
手
に
立
腹
」

　

滋
賀
県
で
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
、
町
民
の
上
限

を
超
え
て
大
量
に
購
入
し
た
町
長
と
議
長
が
い
る
と

い
う
。

　

こ
の
記
事
を
読
ん
で
、
無
関
心
で
い
ら
れ
な
く

な
っ
た
。
こ
の
甲
良
町
は
、
私
が
二
十
年
間
住
ん
で

い
た
所
の
す
ぐ
近
く
だ
っ
た
か
ら
だ
。
友
人
も
た
く

さ
ん
い
る
。
人
ご
と
と
思
え
ず
、
腹
が
立
っ
た
。

　

私
の
住
ん
で
い
る
市
で
も
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

発
売
が
あ
っ
た
。
早
朝
か
ら
並
ん
で
、
や
っ
と
購
入

し
た
。
み
ん
な
苦
労
し
て
手
に
入
れ
て
い
る
の
に
、

町
長
は
町
職
員
を
通
じ
て
「
一
人
二
冊
」
の
と
こ

ろ
、
五
冊
購
入
し
た
と
い
う
。
ほ
か
に
家
族
五
人
も

計
十
冊
購
入
し
て
い
た
。
議
長
は
家
族
の
分
も
含
め

計
三
十
冊
も
購
入
し
て
い
た
。

　

町
長
は
任
期
途
中
の
辞
職
に
つ
い
て
「
辞
め
る
こ

と
は
逃
げ
る
こ
と
」と
否
定
。
議
長
は
辞
職
す
る
が
、

議
員
は
辞
職
し
な
い
と
言
う
。

　

購
入
で
き
な
か
っ
た
町
民
は
た
く
さ
ん
い
る
は
ず

だ
。
そ
う
い
っ
た
町
民
に
譲
る
気
持
ち
は
な
か
っ
た

の
か
。
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
利
己
主
義

者
は
、幹
部
で
い
る
資
格
は
な
い
。「
町
民
の
た
め
に
」

と
い
う
気
持
ち
は
ど
こ
へ
行
っ
た
の
か
。
猛
省
を
促

し
た
い
。

　
　
　
　
　
　

愛
知
県
北
名
古
屋
市
在
住

　
　
　
　
　
　
　
（
中
日
新
聞
コ
ラ
ム
投
書
よ
り
）
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